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巻頭言 

               学会の未来に「つなげる」年 

 

 

 

 

 

    中部支部支部長 大橋 一也 

名古屋市立大学医学部附属みどり市民病院 

 

まず、元日に発生しました能登半島地震により亡くなられた方々に謹んでお悔やみを申し上げますと

ともに、被災された多くの皆様に心よりお見舞いを申し上げます。 

  

昨年度は、時間が許す限り学会や研究会に足を運び、自身の目で現場を確かめ、会員の皆さんの生の

声を聴かせてもらいました。皆さんとの活発な意見交換を通じて、私自身、多くの気づき・刺激を得る

ことができました。コミュニケーションの方法は多様化していますが、学会の未来を、共に創っていく

ためには、皆さんとの直接の意見交換、対面での議論に勝るものはないと、改めて実感しています。 

また、私が学術委員長の時に始めた事業の若手研究者育成のためのステップアップセミナーにつきま

しては、講師の先生方と受講生の方々の頑張りで、英語論文アクセプトなど多くの実績を積み重ね、と

ても素晴らしい成果を上げることが出来ました。本事業につきましては、講師の先生方に多大なご協力

を賜り誠にありがとうございました。若手育成セミナーの報告会においても、受講生の方々の研究内容

やプレゼンなど能力の高さを本当に実感しました。本事業によって学会の将来を担う人材を多く発掘で

きたと思います。 

 

2024 年度は、新たな中部支部の事業を 2 つ始めていきます。1 つは学生向けのイベントになります。

こちらは広報編集委員会が企画し学術委員会と協力して、若い世代に学会の魅力を伝える企画となりま

す。もう 1 つは学術委員長の永澤副支部長が中心となって企画した、BLUE-DOLPHINS セミナー

（Basic Level Understanding Education - Delivery Of Lecture Performance & Hands-on IN Suzuka）

になります。 

鈴⿅医療科学⼤学を会場にした、X 線 CT と画像工学のベーシックハンズオンセミナーを新たに企画

しますので、是非、積極的に参加して下さい。 

 

これからの時代は、オープンイノベーション、業界の壁を超えた、研究が重要になってきます。私自

身も様々な診療科や学部とコラボレーションすることで非常に多くの情報とアイデアをもらっていま

す。そのためにも、まずは現場の最前線に立つ会員の皆さんには、是非、対面する診療科の先生や他業

界との「つながり」を構築し、会話や現場から得られるヒントを見逃さないで欲しいと思います。時代

の半歩先・一歩先を進むためには、ニーズや動向を察知する先見性と、それを研究につなげる発想力が

必要となります。その情報を基に上司や同僚と議論を重ね、勇気をもって新たな研究に挑戦することが
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重要だと思います。 

 

皆さんとの「つながり」を更に強め、大いに議論し学会の未来に「つなげる」年にしたいと思ってい

ます。 
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第 16 回中部放射線医療技術学術大会（CCRT）のお知らせ 

 

第 16 回中部放射線医療技術学術大会 

第 58 回 公益社団法人 日本放射線技術学会中部支部学術大会 

 副大会長 廣田 真 

   

開催概要 

 

名 称  第 16 回中部放射線医療技術学術大会 

第 58 回日本放射線技術学会中部支部学術大会 

第 32 回中日本地域放射線技師学術大会 

大会テーマ 「技術の革新と叡知の伝承」～放射線医療の新たな使命～ 

会 期  2024 年 12 月 7 日(土)～12 月 8 日(日) 

会 場     じゅうろくプラザ 

     岐阜県岐阜市橋本町 1 丁目 10−11 

演題募集期間    2024 年 7 月 1 日～8 月 31 日（予定） 

大会長     加藤 秀記 （第 32 回中日本地域放射線技師学術大会 大会長） 

中津川市民病院 

副大会長 廣田 真  （第 58 回日本放射線技術学会中部支部学術大会 大会長）  

岐阜大学医学部附属病院   

実行委員長 檜山 征也   中部国際医療センター 
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2023年度 中部支部事業報告 

 

１． 第５７回日本放射線技術学会中部支部学術大会（第１５回中部放射線医療技術学術大会）を開催

した。 

会期：２０２３年１１月２５日（土），１１月２６日（日） 

会場：AOSSA（福井市）＋オンデマンド 

参加人数：５２６名 

 

２． ２０２３年度第１回中部支部学術セミナーを開催した。 

会期：２０２３年５月２７日（土） 

会場：石川県立中央病院 

参加人数：６０名 

内容：最新 CT技術の革新的な進歩に迫る 

 

３． ２０２３年度第２回中部支部学術セミナーを延期した。 

  ※令和６年能登半島地震の影響で演者およびスタッフの確保が困難となり中止 

会期：２０２４年１月１３日（土）  

会場：TKP名古屋駅前カンファレンスセンター（名古屋市）＋ライブ配信 

内容：医療安全・救急医療 

 

４． ２０２３年度 若手研究者のための中部支部ステップアップセミナーを開催した。 

会期：２０２３年５月２４日（水）６月１４日（水） 

会場：web開催  

参加人数：９名 

 

５． ２０２３年度 若手育成セミナーオンライン報告会を開催した。 

会期：２０２３年１２月２１日（水） 

会場：web開催  

参加人数：７９名 

 

６． ２０２３年度 CT technical boot campを開催した。 

会期：２０２３年８月２７日(土)～８月２８日(日)  

会場：金大病院 CPDセンター （金沢市） 

参加人数：３９名 

内容：Dual Energy CT master program 

 

７． 第９３回乳房撮影ガイドライン･精度管理研修会を開催した。（教育委員会，撮影部会，ＮＰＯ法

人日本乳がん検診精度管理中央機構共催） 
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会期：２０２３年８月１９日（土），２０日（日） 

会場：名古屋医療センター  

参加人数：４７名 

内容：読影実習、ポジショニング実習、臨床画像評価等、筆記試験、読影試験 

 

８． 支部技術セミナーを開催した。（参加人数：１４７５名） 

１）第１回技術セミナー（アンギオ研究会） 

会期：２０２３年６月２４日（土） 

開催方式：愛知医科大学 たちばなホール ＋ハイブリッド開催 

参加人数：２０１名 

内容：「外傷 IVR＋体幹部＋四肢に対する IVR技術について学ぶ」 

２）第２回技術セミナー（乳房画像研究会） 

会期：２０２３年６月２４日（土） 

開催方式：石川県地場産業振興センター 本館２階 第２研修室 

参加人数：６３名 

内容：「妊婦は大丈夫？乳房撮影時の被ばく線量」 

   「アフターコロナ、どうする乳癌診療」 

   「マンモグラフィ施設・画像評価から考える画質とポジショニング」 

３）第３回技術セミナー（放射線防護研究会） 

会期：２０２３年７月８日（土） 

開催方式：web開催 

参加人数：３０名 

内容：「放射線計測の基礎について学ぶ」 

４）第４回技術セミナー（CT研究会） 

会期：２０２３年７月２０日（木） 

開催方式：web開催 

参加人数：６４名 

内容：「もっと深く知りたい JSRT演題」 

５）第５回技術セミナー（核医学研究会） 

会期：２０２３年７月３０日（日） 

開催方式：刈谷市総合文化センター 

参加人数：１６名 

内容：「全くの初心者がモンテカルロシミュレーションの SIMINDを“すこし”使えるようになる！」 

６）第６回技術セミナー（MR研究会） 

会期：２０２３年８月１９日（土） 

開催方式：富山県立中央病院 

参加人数：２９名 

内容：「MRA」 

７）第７回技術セミナー（画像研究会） 
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会期：２０２３年９月２３日（土） 

開催方式：名古屋市立大学 

参加人数：４１名 

内容：「初歩の画像処理 ～画像処理の基礎から AI を用いた画像処理や検像システムを学ぶ～」 

８）第８回技術セミナー（超音波画像研究会） 

会期：２０２３年９月２４日（日） 

会場：金沢医科大学病院 

参加人数：２８名 

内容：「ハンズオン」 

９）第９回技術セミナー（CT研究会） 

会期：２０２３年１１月９日（木） 

開催方式：web開催 

参加人数：２０３名 

内容：「CT スペシャリストたちが CT 初学者向けにイチから優しく説明します」 

１０）第１０回技術セミナー（画像研究会） 

会期：２０２３年１１月１１日（土） 

開催方式：金沢大学医薬保健学域保健学類 

参加人数：２７名 

内容：「初歩の画像処理」「「臨床に用いられる AI 技術」 

１１）第１１回技術セミナー（アンギオ研究会） 

会期：２０２３年１２月１１日（月） 

開催方式：web開催 

参加人数：２００名 

内容：「血管造影・IVR の画像評価を考える」 

１２）第１２回技術セミナー（核医学研究会） 

会期：２０２３年１２月１６日（土） 

開催方式：web開催 

参加人数：４４名 

内容：「論文投稿支援および論文化推進」 

１３）第１３回技術セミナー（放射線防護研究会） 

会期：２０２３年１２月１７日（日） 

開催方式：藤田医科大学 

参加人数：８名 

内容：「診断領域で使用される線量計についての紹介と測定の体験セミナー」 

１４）第１４回技術セミナー（放射線治療研究会） 

会期：２０２３年１２月１７日（日） 

開催方式：web開催 

参加人数：１５９名 

内容：「「品質管理」と「安心安全な放射線治療」」 
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１５）第１５回技術セミナー（CT研究会） 

会期：２０２４年１月１８日（土） 

開催方式：web開催 

参加人数：７８名 

内容：「RSNA 報告と論文抄読会および各施設の論文抄読会紹介」 

１６）第１６回技術セミナー（MR研究会） 

会期：２０２４年１月２０日（土） 

開催方式：web開催 

参加人数：４７名 

内容：「造影 MR を考える」 

１７）第１７回技術セミナー（MR研究会） 

会期：２０２４年１月２０日（土） 

開催方式：名古屋市立大学 

参加人数：８２名 

内容：「「AI」、「脊椎 MRI の基礎と応用」の講演および中部地区から全国に発信された演題を解説」 

１８）第１８回技術セミナー（放射線治療研究会） 

会期：２０２４年１月２０日（土） 

開催方式：web開催 

参加人数：１５５名 

内容：「小児放射線治療」 

 

９． 刊行物を発刊した。 

（１） タイトル：中部支部誌 V0L.２５ 

 発刊日：２０２３年４月２８日（web 版のみ） 

（２） タイトル：支部ニュースレター “ビーム中部２０２３年第１号 CCRT 演題募集号” 

 発刊日：２０２３年７月３日（web 版のみ） 

（３） タイトル：支部ニュースレター “ビーム中部２０２３年第２号 CCRT プログラム号” 

 発刊日：２０２３年１１月９日（web 版のみ） 

 

１０．支部表彰について 

規程に基づき，功労賞，奨励賞の選考および学術大会にて表彰を行った． 

 

功労賞：小山 修司（名古屋大学） 

奨励賞：大谷  昂 （福井大学医学部附属病院） 

岩倉 圭佑（焼津市立総合病院） 

坂本 昌隆（浜松医科大学医学部附属病院） 

山下 勝礼（浜松医科大学医学部附属病院） 

高田 圭 （富山大学附属病院） 

瀬川 恵子（金沢大学附属病院） 
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熊原 成美（金沢大学附属病院） 

山下 匠造（公立松任石川中央病院） 

齋藤  龍典（聖隷浜松病院） 
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2023 年度 中部支部収支計算書 

2023 年 3 月 1 日から 2024 年 2 月末日まで 
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日本放射線技術学会中部支部 2023年度研究会活動報告 

 

◆放射線防護研究会◆ 

代表世話人       上野 博之    高岡市民病院  （北陸ブロック） 

       伊藤 祐介    大雄会第一病院  （東海ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

 臨床業務に有益な医療放射線防護関連の情報提供、放射線管理に必要な線量測定技術の実技指導を行

い、「現場で活（い）きる」知識、技術の向上に貢献する。 

 

2．年度内の活動記録 

 ２０２４年度は放射線計測の基礎を学ぶセミナーを 7月に、線量計の体験セミナーを 12月に行った。 

 

3．最近のトピックス 

 ICRPにおいて次期主勧告へ向けてのタスクグループが設置されはじめ、それに伴う議論が活発に行わ

れてきている。これらの最新の知見について関心が高まっている。 

 

4．今後の研究会の予定 

 放射線防護を考える上で線量を正しく評価する必要がある。線量評価法には種々あるが、線量計を用

いた実測定が基本である。近年、測定器の技術進歩により廉価で高精度、一度の照射で複数種類の測定

値が得られるものが普及しつつある。本研究会では現在までに様々な線量計の特性や取り扱い・測定値

の意味などを考え、適切な取り扱いと測定法を理解していただくための実習形式のセミナーを実施して

きた。２０２３年度は線量計の取り扱いに関するセミナーを行ったが、２０２４年度は線量計から得ら

れたデータの取り扱いや計算方法に関する対面式のセミナーの企画を検討している。開催時期は関係者

と調整しており、決定次第ホームページなどで紹介する。 
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◆アンギオ研究会◆ 

代表世話人       石崎宗一郎    済生会 富山病院  （北陸ブロック） 

       水井  雅人    大和会 日下病院  （東海ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

本研究会は、会員の皆さんと共に学び合える会を目指しています。IVRを中心に日進月歩の手技から、

機器の管理・医療被ばくの最適化に必要とされる知識の普及、被ばく低減につながる診療補助が行える

よう、情報発信を行って居ます。診療放射線技師だからこそできる役割の普及に加え、各研究会とも連

携してより良い医療の提供を目的としています。   

                                                                                        

2．年度内の活動記録 

２０２４[令和５]年度は研究会を２回開催しました。 

 

第１回は２０２３年６月に 『体幹部+四肢の IVR を考える』 をテーマに愛知医科大学たちばなホー

ルをメイン会場に、ハイブリッド＋オンデマンド開催で行いました。 第１部は TEVAR/EVAR：臨床編、

エンドリーク：CTフォロー編と題して、技術講演を戴きました。 教育講演は「症例から学ぶ EVTの基

礎知識」、「救急ＩＶＲに〝ハイブリッドＥＲシステム〟は必要か？？」と題して２講演を戴きました。

特別講演は「救急医療における IVR の活用方法」と題して藤田医科大学病院 高度救命救急センター船

曵先生を講師にお招きしご講演戴きました。体幹部・四肢・救命救急と幅広く学ぶことができる機会と

なりました。 (２０１名参加) 

 

第２回は２０２３年１２月に 『血管造影・IVR の画像評価を考える』 をテーマにオンライン＋オン

デマンドで開催しました。 こちらは研究会後のアンケートに多く頂いた意見を参考に企画を致しまし

た。 第１部は技術講演として「今、改めてステント描出のテクニックを考える」と題してステントを

用いる血管領域 IVR に関するテクニックを解説戴きました。 第２部は「知っておきたいディジタル X

線画像系の物理的画質評価」「血管撮影・IVR領域に於ける画質評価と造影剤の特性」と題して教育講演

を 2題戴きました。いずれもアンケートの声から「学会に行かないと聞けないテクニックを拝聴出来て

良かった」「普段の臨床では聞く事が出来ない内容の講義で興味深かった」と好評を戴きました。（２０

０名参加） 

 

3．最近のトピックス 

当会では研究会開催後にアンケートを実施しております。開催日時や方法、テーマなど、参加者の皆

様から戴いたご意見を参考に柔軟な研究会運用を行っております。今後も皆様に必要とされる会を目指

して運営を行ってまいります。ぜひお気軽にご参加ください。 

 

4．今後の研究会開催予定 

【２０２４年第１回研究会のご案内】 脳血管内治療領域の技術・知識の向上を目指してスペシャル

ゲスト「亀田メディカルセンター脳血管内治療科：田中美千裕先生」をお迎えして開催いたします。脳
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血管内治療のお話は勿論、機能解剖学等、非常に興味深い内容でご講演戴く予定にしています。 CT・

Angio 技術の講師も交えてディスカッションする企画を計画しておりますので、詳しくは中部支部ホー

ムページでご案内致します。是非ご参加ください！ 

 

◆２０２４年５月１１日（土）午後 名古屋駅前を会場に、ハイブリッド開催を予定しております。 
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◆放射線治療研究会◆ 

代表世話人       小島 礼慎    金沢大学附属病院   （北陸ブロック） 

       青山 貴洋    愛知県がんセンター  （東海ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

・ 中部地区の各県・各地域において研究会を対面開催することで、会員相互の交流を深め、地

域連携の活性化を促すとともに、放射線治療技術等の向上や医療格差の均てん化を図る 

・ 時代のニーズや環境に合わせて研究会を WEB開催することで、移動に時間やお金がかかる遠

方の会員、出産・育児や病気等で現地に足を運ぶことが困難な会員にとっても有意義な情報

や知見が手に入る研究会を目指す 

・ 放射線治療の最新機器・最新情報の提供をはじめ、品質管理・品質保証、照射技術、他職種

や他モダリティの内容を積極的に取り入れた横断的な研究会テーマ・プログラムを企画する 

 

2．年度内の活動記録 

・ ２０２３年１２月 令和５年度 愛知県放射線治療研究会 １５９名 

・ ２０２４年１月   令和５年度 JSRT中部支部放射線治療研究会 Webセミナー １５５名 

 

参加者の皆様には、両セミナーともに、企画・テーマや研究会への満足度、今後の研究会に関するア

ンケートへの回答にご協力を賜りました。アンケート結果は今後の運営やテーマの選定に反映できるよ

う努めて参ります。ご講演いただいた講師の先生方、ご参加いただいた皆様には、この場を借りて深く

御礼を申し上げます。 

 

3．最近のトピックス 

２０２３年１２月１５日に放射線医療技術学叢書（４０）「実践 IGRT」が発刊されました。放射線医

療技術学叢書３３「放射線治療における位置照合とセットアップの実際」が発刊されてから８年が経過

し、この間に進歩した新たな技術や知見を盛り込み、より臨床現場で実践的に活用できる内容となって

います。今後は、本書を題材にしたセミナーや学会が多く企画される予定となっています。 

 

4．今後の研究会の予定 

・ １２月開催予定 愛知県放射線治療研究会 （Web） 

・ ２０２５/１/１８予定 令和６年度 JSRT中部支部放射線治療研究会 Webセミナー（Web） 

・ 開催日未定 三重県放射線治療研究会（対面） 

・ 開催日未定 静岡県放射線治療研究会（対面） 
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◆超音波画像研究会◆ 

代表世話人       山村 博     金 沢 医 科 大 学 病 院  （北陸ブロック） 

       安本 浩二    三重県立総合医療センター  （東海ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

初心者、これから始める方向けの実技指導、初級者向けの講義講習会、初級者向けのレベルアップ講

習会など超音波検査に関する基礎知識および撮像技術を習得すること。 

 

2．年度内の活動記録 

コロナで延期されていた待望のハンズオンセミナーを９月２４日に金沢医科大学病院で約４年ぶりに

再開しました。対象は超音波検査初心者やこれから始める方を中心とした実際の検査をハンズオン形式

で開催、内容は要望が多い腹部領域コースにしました。コロナ禍の中では他の研究会も超音波ハンズオ

ンは開催しておらず参加者からは今後も開催してほしいとの声が上がって 

いました。次回はハンズオンも含めた講義形式のセミナーも開催できればと考えています。 

 

3．最近のトピックス 

超音波医学にも AI時代が到来しつつありますが、最新の超音波診断装置には画像構成技術に AI技術

を反映したものが出てきている。 

 

4．今後の研究会の予定 

２０２４年度超音波画像研究会 実技講習会 

内容：初心者技術講習会・腹部領域コース 

日時：２０２４年９月７日㈯  

会場：金沢医科大学病院 橘ホール室 
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◆医療情報システム研究会◆ 

代表世話人       法橋  一生    静岡県立病院機構本部  （東海ブロック） 

       大谷 友梨子    福井大学医学部附属病院  （北陸ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

医療情報は単なる“IT機器とデータの管理”だけでなく、医療情報システムで理想的なワークフロー

を実現する、業務の基盤を構築する領域です。これまで RIS/PACS を中心に業務の効率化と安全性の向

上が進み、その範囲は地域連携、線量管理まで広がりました。また、いわゆるビッグデータを利用した

臨床研究、業務分析、経営分析なども盛んです。さらに情報を扱うための個人情報保護などの理解を深

めることも大切です。業務の根幹であるがゆえに災害やサイバー攻撃等の BCP でも重要な役割を求めら

れます。 

このように医療情報の学術領域は幅広く、工学などの自然科学だけでなく社会科学も含みます。当会

では、入門者から実務に深く関わる方を対象としたセミナーを企画し、有益な情報を発信しています。 

 

2．年度内の活動記録 

２０２３年度の研究会活動は行われませんでした。 

 

3．最近のトピックス 

昨年度に引き続きサイバー攻撃への対策、特に画像系システムや医療機器を介したサイバー攻撃への

対策が必要です。医用画像の領域は医療機器を中心にウイルス対策が困難で、リモート回線が接続され

ており、学術用の画像の入出力が頻回に行われるなど、医療施設では最もリスクの高い環境と運用とな

っています。これまでのセキュリティ対策の考え方の根本的な見直しが求められています。 

DX（Digital Transformation）と呼ばれる IT による変革について、２０２３年３月に内閣官房医療

DX推進本部から骨子案が報告されました。医用画像領域は医療の IT化の先駆けであり、今後の医療 DX

による変革の動向が注目されます。 

 

4．今後の研究会の予定 

昨年度開催されなかったサイバー攻撃対策や BCPなど、トレンドに合わせた研究会開催を予定してい

ます。内容についてはあらためてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本放射線技術学会中部支部会誌 vol.26     (2024)                                                  

 

◆画像研究会◆ 

代表世話人       東 出  了    鈴 鹿 医 療 科 学 大 学  （東海ブロック） 

       市川 勝弘    金沢大学医薬保健研究域  （北陸ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

・ 医用画像に関わる放射線技術学の基礎や応用の研究、および勉強会の開催。 

・ これらの、臨床現場へのフィードバック。 

・ 学問の進歩・普及に貢献し、学術の発展に寄与する。 

 

2．年度内の活動記録 

・ 令和５年度の研究会は、名古屋と金沢にて対面開催で実施した。 

①  第６９回 画像研究会   ２０２３年９月２３日（土） １４：００～１７：００ 

会場： 名古屋市立大学 医学研究棟 １１階 講義室 A 

「初歩の画像処理 ～画像処理の基礎から AI を用いた画像処理や検像システムを学ぶ～」 

参加者数 ４１名 

②  第７０回 画像研究会   ２０２３年１１月１１日（土） １４：００～１７：００ 

会場： 金沢大学医薬保健学域保健学類 １号館２階１２１７アクティブラーニングスペ

ース 

「初歩の画像処理 ～画像処理の基礎から AI を用いた画像処理や検像システムを学ぶ～」 

参加者数 ２７名 

・ 世話人会を Webにて開催  ２０２４年 １月１８日（木） １９：００～２０：３０ 

 

3．最近のトピックス 

Artificial Intelligence (AI)の技術向上と医療現場への活用が進んでいる。最近では画像処理や検

像システムにも AI を用いた装置が発売され、臨床現場においても使用されている。画像処理は出力画

像を決定するため、AI技術を用いた画像処理を理解することは非常に重要となる。 

令和６年度の画像研究会では、メーカーの最新技術である「AI技術を用いた画像処理」や「AI技術を

用いた検像システム」に関する情報を提供した。令和６年度の画像研究会では、「AI 技術を用いた画像

処理」に対する画質評価についても情報を提供できる研究会を企画している。 

 

4．今後の研究会の予定 

・ 第７１回 画像研究会    

２０２４年９月２８日（土） 対面開催  １４：００～１７：００（予定） 

会場： 名古屋市立大学病院 

「初歩の画像処理②（ノイズ低減処理、散乱線低減処理の原理と効果）、AI技術を用いた画

像処理の画質評価に関する内容」 

・ 第７２回 画像研究会 

２０２４年１１月２３日（土） 対面開催  １４：００～１７：００（予定） 
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会場： 金沢大学医薬保健学域保健学類 

「初歩の画像処理②（ノイズ低減処理、散乱線低減処理の原理と効果）、AI技術を用いた画像

処理の画質評価に関する内容」 
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◆MR 研究会◆ 

代表世話人       村中 良之    福 井 県 立 病 院  （北陸ブロック） 

       梶田 公博    岐阜大学医学部附属病院  （東海ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

・ MRに関する基礎知識および撮像技術を習得すること 

・ 装置、検査方法に関する最新情報の収集と、その情報を会員に提供すること 

・ MR検査に携わる者に、情報・意見交換の場を提供すること 

・ MRに関する安全情報を提供すること 

 

2．年度内の活動記録 

８月１９日に第８０回ＭＲ研究会（北陸ブロック）を開催し、「MRA」をテーマに基礎講演、各部位で

の非造影 MRAを中心に紹介していただきました。また富山県立中央病院最新 MRの見学も行いました。    

１月２０日に第８１回ＭＲ研究会（北陸ブロック）を WEBにて「造影 MRを考える」をテーマに造影理

論、各部位での造影のやり方を中心に話していただきました。技術講演としてエラストグラフィや AIに

関して講演していただきました。 

同日に第８２回ＭＲ研究会（東海ブロック）を名古屋市立大学 桜山キャンパス開催しました。技術

講演では「AI」、特別講演では「脊椎 MRIの基礎と応用」をテーマとしました。また Spotlightセッショ

ンでは中部地区から全国に発信された各種演題を解説していただきました。 

その他に昨年から引き続き中部支部若手育成セミナー応募者２名の研究支援を行いました。 

 

3．最近のトピックス 

MRのトピックスとしては、高速撮像化とディープラーニングによるノイズ除去画像再構成を使い、よ

り高速化に向かっている。 

 

4．今後の研究会の予定 

・ 第８３回ＭＲ研究会  ８月３日（北陸 金沢市 石川県立中央病院） 

・ 第８４回ＭＲ研究会  １２月頃（北陸 富山市） 

・ 第８５回ＭＲ研究会  １月頃  （東海 名古屋市） 
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◆CT 研究会◆ 

代表世話人       永澤 直樹    鈴鹿医療科学大学  （東海ブロック） 

       高田 忠徳    金沢大学附属病院  （北陸ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

CT研究会では多くの会員が容易に参加できるように東海ブロック、北陸ブロックと地域ごとに活動し

ています。もちろん、会員はブロック関係なく参加可能です。 

東海ブロックでは４月の総会学術大会の CT 部門の研究発表で興味深い演題の演者をお呼びし、発表

内容をじっくり解説いただく企画として「CT研究の最前線報告会」を開催しています。また、夏には「CT

ビギナーズセミナー」、冬には「CT関連論文の抄読会」も開催しています。 

北陸ブロックでは「定例研究会」の他、２０２２年より日本 CT技術学会との合同企画「CT technical 

boot camp」を開催しております。 

中部支部の CT研究会が開催する企画は、X線 CT認定技師、肺がん CT検診認定技師、（救急撮影認定

技師のポイント）も付きます。CT研究会では会員の皆さんの研究への参加、研究発表、論文執筆のお助

け研究会です。企画の希望など大歓迎です。よろしくお願いします。 

 

2．年度内の活動記録 

東海ブロックでは Web開催で、「CT研究の最前線報告会」、「CTビギナーズセミナー」、「CT関連論文の

抄読会」を開催しました。 

「CT研究の最前線報告会」は７月に行われ、CyPos受賞演者を中心に５名の演者をお招きし、受賞演

題/発表演題をじっくり解説いただきました。 

「CT ビギナーズセミナー」は１１月に行われ、“CT スペシャリストたちが CT 初学者向けにイチから

優しく説明します”というテーマで演者やシンポジスト、会場も巻き込んで、CTの基本についてディス

カッションしました。 

「CT関連論文の抄読会」は１月に行われ、RSNAの CT関連セッションレポート、論文の読み方を題と

したショートレクチャー、論文の抄読として頭部 CTAについて学びました。そして今回からの企画「あ

の職場の勉強会に潜入！」では名市大病院 CT室の抄読会を web上で再現しました。 

北陸ブロックは残念ながら予定しておりました「定例会」が諸事情により延期となり開催することが

出来ませんでしたが、2024年度中に「CT検査被ばくの最適化」をテーマとして開催の予定です。 

日本 CT技術学会との合同企画「CT technical boot camp」を２０２３年８月２６日と２７日の２日

間にわたり開催しました。第１回に続き今回も「Dual energy CT master program」をテーマとし、ハン

ズオンを通じて DECT を基礎から学び直すという企画でしたが、金沢大学の市川勝弘先生と川嶋広貴先

生によるわかりやすい講義と実習により DECT の本質を理解することができ大変有意義なセミナーとな

りました。 

 

3．最近のトピックス 

CTは診療放射線技師の業務の中でも多くの会員が携わっているモダリティであります。技術学会中部

支部でも CT関連の研究会を多く開催して多くの会員の参加をお待ちしています。 
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最近の CT分野の注目は Dual Energy CTや Photon counting CT等の X線エネルギーを利用したもの、

再構成法に AI技術を利用した Deep Learning (Image) Reconstruction等があります。CT研究の幅は拡

大を続けているのが現状です。日常で役に立つ撮影技術も開発も多く発表されています。 

２０２１年度からは中部支部企画である若手研究者の育成セミナーのサポートを行い、CTをテーマと

した若手研究者の研究を支援しました。直近では指導論文が Radiographyにアクセプトされました。 

 

4．今後の研究会の予定 

東海ブロックでは「CT研究の最前線報告会」のほかに、「ビギナーズセミナー」や「CT関連論文の

抄読会」を開催します。「ビギナーズセミナー」はパワーアップして「ブルードルフィンズセミナー」

として中部支部画像部会とタッグを組み、CTと画像のビギナー向けハンズオンセミナーを夏に現地開

催する予定です。是非ご参加ください。 

北陸ブロックでは今年度中に“CT検査被ばくの最適化”をテーマとした「定例会」および２０２４

年９月７日・８日に「CT technical boot camp」を開催いたしますので、是非ご参加ください。 

また、中部支部企画である若手研究者の育成セミナーのサポートも引き続き行っていきます。ぜひ

一緒に研究しましょう。 
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◆乳房画像研究会◆ 

代表世話人       西出 裕子    岐阜医療科学大学  （東海ブロック） 

       高森 美保    とらたに整形外科  （北陸ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

乳房の画像診断に関わるモダリティにおいて、最新の話題や会員が関心を持っている内容について

取り上げ、講演や会員発表などを行います。 

 

2．年度内の活動記録 

２０２３年度は、第５８回研究会を対面で開催しました。活動の記録は、中部支部事業報告をご参照

ください。 

 

3．最近のトピックス 

令和６年度の診療報酬改定において、乳房トモシンセシスの加算が新設されました。乳房撮影（一連

につき）について、乳房トモシンセシス撮影を行った場合は、乳房トモシンセシス加算として、１００ 

点が所定点数に加算されます。ますます、被ばく線量や画質に関する検討が求められます。 

また、乳がん検診においてマンモグラフィと併用した乳腺超音波検査の導入にむけたシステムの品

質管理や担当する医師、技師の講習会が加速しています。これには人的資源の確保が重要であり、マン

モグラフィの所見を検出・評価できる診療放射線技師の方々の超音波検査への参画が期待されています。 

 

4．今後の研究会の予定 

・ 第５９回乳房画像研究会  

日時：６月２３日（土） 

Hybrid 開催 

・ 第６０回乳房画像研究会  

日時：１０月頃 (予定) 

開催場所：名古屋市内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本放射線技術学会中部支部会誌 vol.26     (2024)                                                  

 

◆核医学研究会◆ 

代表世話人       市川 肇     豊 橋 市 民 病 院  （東海ブロック） 

       澁谷 孝行    金沢大学医薬保健研究域  （北陸ブロック） 

 

1．研究会の活動方針・活動目的 

中部支部核医学研究会は地域に密着して多様化したニーズに対応した活動を目指しております。核医

学部会と連携して核医学技術のボトムアップおよび地域のリーダーの育成を目的としております。 

 

2．年度内の活動記録 

「０からはじめる SIMIND シミュレーション」をテーマに第６回中部核医学セミナーを７月に刈谷市

総合文化センターで開催し、SIMINDをハンズオン形式で習得しました。 

「論文投稿 これを知っていれば怖くない！～投稿時に知っておきたい ABC～」をテーマに１２月に

第７回中部核医学セミナーをオンラインで開催しました。 

中部支部若手育成セミナーの応募者１名の研究支援活動を協同しました（第５１回日本放射線技術学

会秋季学術大会１演題、第１４回中部放射線医療技術学術大会２演題）。 

 

3．最近のトピックス 

核医学部会との連携強化を図り、より高度な会員のニーズに対応できる体制の強化を目指します。中

部放射線医療技術学術大会での核医学懇親会を開催し、地域の人材発掘とコミュニケーション強化を進

めます。 

 

4．今後の研究会の予定 

第８回中部核医学セミナー  

テーマ：初めての統計学 基礎から統計ソフトの使用方法まで 

日 時：２０２４年７月２８日(日) 

会 場：じゅうろくプラザ 
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2024年度 中部支部事業計画 

１． 第５８回日本放射線技術学会中部支部学術大会（第１６回中部放射線医療技術学術大会）を開催

する． 

会期：２０２４年１２月７日（土）～１２月８日（日） 

会場：じゅうろくプラザ（岐阜市） 

 

２． ２０２４年度第１回支部学術セミナーを開催する． 

会期：２０２４年６月（予定）   

会場：未定（金沢市）または Web 開催   

 

３． ２０２４年度第２回支部学術セミナーを開催する． 

会期：２０２５年１月（予定）   

会場：未定（名古屋市）または Web 開催   

 

４． ２０２４年度 CT technical boot camp を開催する．（日本 CT 技術学会共催）   

会期：２０２４年９月７日（土），８日（日）（予定）   

会場：金大病院 CPD センター   

 

５． ２０２４年度若手研究者のための中部支部ステップアップセミナーを開催する．   

会期：２０２３年５月（予定）   

会場：Web 開催   

定員：２０名   

 

６． ２０２４年学生向けセミナーを開催する。  

会期：２０２３年４，８，１２月（予定）   

会場：Web 開催および現地開催（岐阜市）  

定員：２００名  

 

７． 第９６回乳房撮影ガイドライン･精度管理研修会を開催する．   

（教育委員会，撮影部会，NPO 法人日本乳がん検診精度管理中央機構共催）   

会期：２０２４年 未定   

会場：名古屋医療センター（未定）  

定員：４８名  

 

８． 支部技術セミナーの開催（年２０回程度開催予定）の開催   

CT 研究会，MR 研究会，画像研究会，医療情報システム研究会，乳房画像研究会，   

放射線防護研究会，放射線治療研究会，アンギオ研究会，超音波画像研究会，核医学研究会，   

全１０研究会による開催．   
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９． 刊行物の発刊   

（１）タイトル：中部支部誌 Vol.２６ 

発刊日：２０２４年４月  

（２）タイトル：支部ニュースレター“ビーム中部２０２４年第１号，CCRT演題募集号”   

発刊日：２０２４年６月   

（３）タイトル：支部ニュースレター“ビーム中部２０２４年第２号，CCRTプログラム号”   

発刊日：２０２４年１０月   

 

１０． 支部表彰について   

規程に基づき，功労賞，奨励賞, CCRT 大会賞の選考および学術大会にて表彰を行う．   

 

１１． 国際学会発表者支援事業について   

国際学会発表者に対し，規程に基づき助成金を交付する． 
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2024 年度 中部支部収支予算書 

2024 年 4 月 1 日から 2025 年 2 月末日まで 
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2024 年度中部支部役員名簿 

 

支部長 大橋 一也  （名古屋市立大学医学部附属みどり市民病院） 

副支部長 國友 博史  （藤田医科大学） 

  高田 忠徳  （金沢大学附属病院） 

 永澤 直樹  （鈴鹿医療科学大学） 

支部監事 松浦 幸広  （金沢大学附属病院） 

  小山 修司  （名古屋大学 大学院医学系研究科） 

  

理 事 

・庶務 加藤 勝也  （名古屋市立大学医学部附属みどり市民病院） 

・庶務 能登 公也  （金沢大学附属病院） 

・庶務 山田 薫   （聖隷浜松病院） 

・財務 木戸屋 栄次 （福井大学医学部附属病院） 

・財務 小林 謙一  （藤田医科大学病院） 

・財務 嶋田 真人  （福井大学医学部附属病院） 

・愛知県 西本 卓矢  （名古屋大学医学部附属病院） 

・岐阜県 廣田 真   （岐阜大学医学部附属病院） 

・三重県 山﨑 暁夫  （三重大学医学部附属病院） 

・静岡県 野村 孝之  （浜松医科大学医学部附属病院） 

・福井県 村中 良之  （福井県立病院） 

・石川県 三浦 淳也  （石川県立中央病院） 

・富山県 白崎 展行  （富山大学附属病院） 

・研究会 村中 良之  （福井県立病院） 

・研究会 法橋 一生  （静岡県立病院機構本部） 
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2024 年度中部支部研究会世話人名簿 

 

研究会代表世話人 

CT 研究会 永澤 直樹  （鈴鹿医療科学大学） 

  高田 忠徳  （金沢大学附属病院） 

MR 研究会 村中 良之  （福井県立病院） 

  梶田 公博  （岐阜大学医学部附属病院） 

医療情報システム研究会 法橋 一生  （静岡県立病院機構本部） 

  大谷 友梨子 （福井大学医学部附属病院） 

画像研究会 東出 了   （鈴鹿医療科学大学） 

  市川 勝弘  （金沢大学医薬保健研究域保健学系） 

放射線治療研究会 小島 礼慎  （金沢大学附属病院） 

  青山  貴洋  （愛知県がんセンター） 

乳房画像研究会 西出 裕子  （岐阜医療科学大学） 

  餅谷 裕子  （金沢大学附属病院） 

放射線防護研究会 上野 博之  （高岡市民病院 ） 

  伊藤 祐介  （総合大雄会病院 ） 

アンギオ研究会 石崎 宗一郎 （富山県済生会富山病院） 

  水井 雅人  （鈴鹿回生病院） 

超音波画像研究会 山村 博    （金沢医科大学病院） 

 安本 浩二  （三重県立総合医療センター） 

核医学研究会 市川 肇    （豊橋市民病院） 

 澁谷 孝行  （金沢大学医薬保健研究域保健学系） 

サーバの管理 高田 忠徳   （金沢大学附属病院） 

事務局 高木 雅悠  （藤田医科大学病院） 

 財務委員補佐 高木 雅悠  （藤田医科大学病院） 
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2023 年度中部支部会員動向 

●2023年度 月別会員数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



日本放射線技術学会中部支部会誌 vol.26     (2024)                                                  

 

2023 年度学会表彰者 

中部支部で以下の方々が表彰されました。 

おめでとうございます。 

 

2023 年度本部表彰者 

滝内賞 川嶋 広貴 金沢大学 

  

研究奨励賞 

技術奨励賞（核医学分野） 山下 匠造 公立松任石川中央病院 

技術奨励賞（治療分野） 林  直樹 藤田医科大学 

技術奨励賞（計測分野） 坂本 昌隆 浜松医科大学医学部附属病院 

 

研究奨励賞 

技術新人賞（治療分野） 齋藤 龍典 聖隷浜松病院 

技術奨励賞（計測分野） 瀬川 恵子 金沢大学附属病院 

 

2023 年度中部支部表彰者 

功労賞 小山 修司 名古屋大学 

 

奨励賞 大谷  昂 福井大学医学部附属病院 

 岩倉 圭佑 焼津市立総合病院 

 坂本 昌隆 浜松医科大学医学部附属病院 

 山下 勝礼 浜松医科大学医学部附属病院 

 高田 圭  富山大学附属病院 

 瀬川 恵子 金沢大学附属病院 

 熊原 成美 金沢大学附属病院 

 山下 匠造 公立松任石川中央病院 

 齋藤  龍典 聖隷浜松病院 
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